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沖縄における暑中コンクリートの品質管理に関する研究 

 

 

 

宮崎 晃太 

 

1. はじめに 

 沖縄県の気候は日本の他の都道府県とは違う、独特

な気候特性を持つ。一年を通して平均気温が高い、日

射量が多いなどの特性があり、特に暑中期に施工され

るコンクリートは高い外気温や強い日射などの影響で

コンクリート温度が上昇し、品質に悪影響を与えるこ

とが懸念されている。日本建築学会建築工事標準仕様

JASS 5（以降、JASS 5）ではこのような懸念から、荷

卸し時のコンクリート温度は、原則として 35℃以下と

なるよう定めている。現在沖縄県のコンクリート工場

では運搬中の生コン車に遮熱塗料を塗るなど、コンク

リート温度の上昇を抑えるための対策を講じているが、

暑中期の日中においてはコンクリート温度 35℃以下

を満たすことが難しいと考えられる。そこで本実験で

は、沖縄県にて実機実験を行い、九州大学で行った実

験と比較しながら、コンクリート温度が 35℃を超えた

際にフレッシュ性状、圧縮強度に対してどのような影

響を及ぼすのかを明らかにすることを目的とする。 

 

2. 実験概要 

2.1 実施地区および時期の選定 

 実施地区については、地域性による違いを考慮し、4

地区に分けたが、コロナウイルスの影響により、2 地

区での実施となった。実施時期については、外気温が

最も高いと想定される 7 月～8 月とした。表 2.1 に詳

細を示す。 

2.2 使用材料 

 表 2.2 に本実験で使用した材料の詳細を示す。 

2.3 コンクリートの調合と条件 

 表 2.3 に本実験で使用した調合と条件設定を示す。

本実験は建築工事と土木工事の２つの工事を想定して

いる。呼び強度は建築工事が 30N/㎡、33N/㎡とし、土

木工事は 30N/㎡とした。練上がり 30 分後の目標スラ

ンプ値は建築工事が 18cm、土木工事が 12cm となって

いる。空気量は 4.5％で共通となっている。 

2.3 実験内容 

 コンクリート温度、スランプ、空気量について経時

変化試験を行った。経時変化試験は，アジテータ車に

て行い，練上がり直後，30 分後，60 分後，90 分後と

した。管理用供試体は練上がり 30 分後に採取し，採取

日から材齢 3 日までの環境温度を JASS5 に規定されて

いる 20±3℃および緩和規定の 20±10℃（約 30℃）に

分別して保管した。その後，全ての試験体を脱型し，

脱型後は試験材齢まで 20±3℃の水中養生で保管し、

材齢 3 日、7 日、28 日、56 日、91 日で圧縮強度試験を

行った。また，中南部地区Ｂの条件で模擬構造体（1m

×1m×1m）を作製し、コア採取を行い、圧縮強度試験

を材齢 28 日、56 日、91 日で行った。 

 

表 2.1 実施地区および時期 
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表 2.3 調合と条件設定の詳細 

条件 記号 

呼び 

強度 

(N/㎟) 

目標 

スランプ 

(cm) 

目標 

空気量 

荷卸し時の 

コンクリート 

温度(℃) 

混和剤 

建築工事 

1 

30-18-20N 30 18±2.5 

4.5±1.5 

35℃以下 AE 

減水剤 2 35℃超え 

3 

33-18-20N 33 18±2.5 

35℃以下 
高性能 

AE 

減水剤 4 35℃超え 

土木工事 

5 

30-12-20N 30 12±2.5 4.5±1.5 

35℃以下 AE 

減水剤 6 35℃超え 
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3 実験結果 

3.1 コンクリート温度 

 図 3.1.1 は建築工事想定の調合の荷卸し時のコンク

リート温度の経時変化試験の結果となっている。荷卸

しを練上がり 30 分後と想定し、その時のコンクリート

温度 35℃以下と 35℃超えで実験の設定ができている。

しかし、35℃超えの条件においては 38℃程度まで温度

が上昇することが望まれており、35℃以下の条件との

温度差がわずかしかないため、今後も同様の実験を継

続していく必要があると考える。 

式（1）は日本建築学会が報告しているコンクリート温

度推定式である。 

         （1） 

ここに， 

 ：時刻 t におけるコンクリート温度（℃） 

 ：JASS 5 式で求められる温度（℃）  

：運搬時の外気温（日射の影響を考慮した相当外気

温）（℃）  

：外気とコンクリートとの熱の伝達の割合を表す係

数（1/時間）  

：セメントの水和熱および材料間の摩擦熱による温

度上昇量（℃） 

t：輸送時間（時間)  

コンクリート温度の結果を用いて、式中の θr を求め

た。日射の影響が強いならば相当外気温と外気温の差

が大きくなるはずであると考え、日射の影響を確かめ

てみた。表 3.1.2 がその結果である。結果として、相

当外気温と外気温の差と当日の天候、日射量に関係性

は見られなかった。この結果の要因として、沖縄では

強い日射に対して冒頭で述べたような対策が講じられ

ていることが考えられる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3.1.1 コンクリート温度の経時変化 

表 3.1.2 相当外気温と外気温の差 

  W/C=47% 30-18-20N(W/C=48%) 33-18-20N(W/C=46%) 

地区 九州大学 中南部地区 A 中南部地区 B 中南部地区 A 中南部地区 B 

    35℃以下 35℃超え 35℃以下 35℃超え 35℃以下 35℃超え 35℃以下 35℃超え 

①相当 

外気温 
28.6 33.1 36.5 33.1 35.6 34.2 35.9 33.5 36.0 

②外気温 31.6 31.6 33.8 29.7 35.0 30.7 34.4 30.9 33.1 

①ー② -3.0 1.5 2.7 3.4 0.6 3.5 1.5 2.6 2.9 

天候 晴 晴 晴 晴 晴 晴 晴 晴 晴 

日射量 

(MJ/㎡) 
2.4 1.4 2.7 1.5 3.6 2.2 2.5 2.5 3.3 
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3.2 スランプ 

図 3.2.1、図 3.2.2 はスランプの経時変化の結果となっ

ている。運搬時間の規定について、JIS では練混ぜか

ら荷卸し地点到着まで 1.5 時間、JASS5 では練混ぜか

ら打ち込み終了まで外気温 25℃以上で 90 分と規定さ

れているため、生コン車は練混ぜ後 30 分から 60 分の

間に現場に到着する必要がある。そこで今回は経時 30

分から 60 分に着目すると、すべての調合、地区でコン

クリート温度に関わらず、目標のスランプを満たして

いる。適切に化学混和剤が用いられればコンクリート

温度が 35℃を超えても目標値を満たすことができた。

また 90 分経過すると、スランプが目標値よりも大きく

下がることから、90 分後に生コン車が到着するとコン

クリートの品質が保てていないことも分かる。 

3.3 空気量 

 図 3.3.1、図 3.3.2 は空気量の経時変化の結果となっ

ている。こちらもスランプと同様に練混ぜ後 30 分から

60 分ですべての調合、地区でコンクリート温度に関わ

らず、目標値を満たしている。これもさきほど述べた

混和剤が適切に使用されたからだと考えられる。 

 

北部地区            中南部地区 A           中南部地区 B 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3.2.1 スランプの経時変化(30-18-20N) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3.2.2 スランプの経時変化(33-18-20N) 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3.3.1 空気量の経時変化(30-18-20N) 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3.3.2 空気量の経時変化(33-18-20N) 
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3.4 脱型までの温度管理の違いによる圧縮強度の差 

脱型まで 20℃±3℃と 20℃±10℃で保管した、

33-18-20Nの材齢 28日における管理用供試体の圧縮強

度を図 3.4 に示す。脱型まで同じ温度で保管すれば、

コンクリート温度が 35℃以下と 35℃超えでは差はな

かった。しかし、保管温度が違えば、およそ 2N/㎟の

差が生じている。これは構造体強度補正値を低く見積

もってしまう危険性があり、初期の温度管理の重要性

が分かる。 

 

3.5 構造体強度補正値 

構造体強度補正値を図 3.5 に示す。今回の沖縄での結

果は 3N/㎟となり、九大での結果と比較すると沖縄の

方が S 値は小さくなった。この要因として、一般的に

模擬構造体は室内で保管するが、今回の沖縄での実験

では屋外で保存していたため、沖縄の高い湿度やスコ

ールなどの影響で図 6 に示すように構造体の圧縮強度

が高くなったことなどが考えられる。 

 

4 まとめ 

1)フレッシュ性状については、適切に化学混和剤を使

用すれば、コンクリート温度が 35℃を超えても目標の

スランプ、空気量を満足することができる。 

2)管理用供試体の脱型までの温度管理が 20±3℃と

20±10℃では圧縮強度の差がおよそ 2N/㎟生じ、これ

は S 値を小さく見積もってしまう危険性があるため、

脱型までの温度管理が重要であることが分かり、JASS5

の緩和規定は撤廃すべきだと考える。 

3)構造体強度補正値について、結果として 3N/㎟とい

う結果になった。本来模擬構造体は室内で保管するが、

今回の沖縄の実験では屋外で保管したことで S 値が小

さくなったと考えられる。一般的な実験と保管方法が

違うので、今後も実験を重ねていく必要があると考え

られる。一方で、実際の現場では今回の沖縄での保管

方法に近く、S 値は 3N/㎟で十分だと考えることもでき

る。 
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図 3.4 材齢 28 日の圧縮強度試験結果(33-18-20N) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3.5 構造体強度補正値図           図 3.6 管理用供試体とコアの圧縮強度 


